■クラス名


org.simBio.bio.oka_et_al_2006.structure.GapJunction

org.simBio.bio.oka_et_al_2006.structure.GapJunctionK
■生理学的名称


ギャップジャンクションチャネル
■機能
隣接する2細胞を連結するギャップジャンクションチャネルの電流を計算する。
■解説
細胞#1、#2を連結するギャップジャンクションの電流Ijは、ギャップジャンクションコンダクタンスをGj、細胞#1、#2の膜電位をVm,1、Vm,2、とすると、式(1)で計算される。
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(1)

ギャップジャンクション電流は細胞膜電流Iionと共に、細胞#1、#2の膜電位Vm,1、Vm,2にも影響を与える。電流が細胞#1から#2に流れるとし、細胞#1、#2の膜容量をCm,1、Cm,2とすると、式(2)が成り立つ。
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(2)

ギャップジャンクション電流は主にK+イオンで運ばれると仮定すると、K+イオンフラックスを各細胞のK+濃度に反映させる必要があり、式(3)が成り立つ。
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(3)

zはイオンの価数、Fはファラデー定数、細胞#1、#2の体積はVi,1、Vi,2である。
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